
 

 

 

 恵那市では、１０月から「恵那地域未来塾」が市内４か所

で開催されています。この「恵那地域未来塾」は、中学 3 年

生を対象に、「不得意分野を克服したい」・「基礎基本を身につ

けたい」・「もっと学習したい」という願いをもった生徒が参

加しています。また、様々な理由で家庭での学習が困難であ

ったり、学習の仕方がわからなかったりして、学習習慣が十

分に身についていない生徒への学習支援を目的に、地域の子

供たちを地域で育てる活動の一つとして実施されています。 

 

   

上矢作コミュニティセンターでは、上矢作中学校より 8名、山岡中学校より 4名、串原中

学校より 4名、の１６名が参加して実施されています。 

 時間になると、各自が準備した 5 教科の問題集を行います。

分からない問題があると、随時、先生に質問して教えてもらい

ます。この日は、始まって数分で、数学の文字と式の問題を一

人の生徒が質問し、先生はその子のつまずきの様子を判断して

笑顔で一緒に考える姿が見られました。 

 

 

 

 

 

   

 担当する、夏目さん塚田さんは、元小中学校の

校長先生で、現在は上矢作町の自治区運営委員の

事務局長（上矢作小中学校の学校運営協議会の会

長さん）と会長です。お二人は、「地域の子供たち

のために何かできることはないか」と考え、この

地域未来塾を始められました。 

このように、地域学校協働本部の設立に向けて、

地域の子供たちを地域で育て、学校を核として地

域を発展させていくことを大切にして、様々な活

動が進められています。 
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Plus 

令和２年１２月発行の２ 

上矢作コミュニティセンターでは、「子供たちのために・・・」今年から新たに開催 

生徒の感想…「家で勉強するより、集中してみんなと一緒に頑張

れる。」「家で勉強していると、与えられた課題（宿題）をやるだ

けになってしまうけど、ここに来れば、自分の分からなかったこ

とが解決していく。」「学校では聞けなかったことや、進んでしま

ったことが聞ける。」「もう少し長く勉強したい。」 

 塚田さん と 夏目さん 

（撮影のため、マスクを外していただきました） 



 

 

 恵那北中でも、週に５日、曜日ごとに教科（５教科）を

変えて、地域未来塾が開催されています。月曜日は、小野

さんによる数学の地域未来塾が開催されました。恵那西中

学校より６名、恵那北中学校より１０名の生徒が参加しま

した。講師の小野さんは、地元の人たちの推薦もあり、今

年から講師をしてくださいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、岩村では週３日、山岡では週１日、日ごとに教科を

変えて、地域未来塾が開催されています。 

 水曜日は浜島さんによる英語の地域未来塾でした。お手伝

いに、小澤さん（昨年度、地域学校協働活動推進員研修受講

者）も参加して、２人の講師のもと子供たちは、苦手なとこ

ろの克服に取り組んでいました。 

 

 

 

 

 浜島さんは、地域で勉強が苦手だったり、登校がつらくな

ってしまったりした子などに寄り添えればと、講師の募集に

応募されました。また、小澤さんは子供が学校からもらって

きた通信を見て、自分に手伝えることがあれば、ぜひ、次の

世代に役に立ちたいと参加してくださっています。 

 また、地域未来塾で教える中で、学習を積み上げていくた

めに、中学校１・２年生の学習の必要性も感じ、来年度、１・２年生対象の地域未来塾を立

ち上げてみたいと考えてみえました。 

 恵那市の地域未来塾では、地域の人たちが積極的に子供たちの成長に関わり、みんなで地

域の子供たちを育てていく意識が高まっています。 

恵那北中では元塾講師の方が、「地域の子供の成長に関われてうれしい」と講師に 

地元の人たちの推薦を受けたことと、以前に塾講師をして

いた経験を活かして、地域未来塾の講師を引き受けました。

子供たちには、やってよかったと思ってもらいたいです。 

そのためには、地域未来塾で一緒に勉強する中で、自己の成

長を実感させてあげたいです。 

地域の子の成長に関わらせてもらえてうれしいです。 

岩村・山岡コミュニティセンターでも、保護者世代が「子供によりそえれば…」と講師に 

小野さん 

（撮影のため、マスクを外していただきました） 

 

生徒の感想…「分からなかった所を、１つ１つ丁寧に教え

てもらって、頑張ってやれそうな気がしてきた。」 

「ずっと前にやって、あやしかったところを復習ができた。」 

浜島さん と 小澤さん 


